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1. はじめに  

豊かで良好な環境に対する国民からの要請が高ま

る中、1999年に環境影響評価法が施行された。環境

影響評価法では、開発事業は可能な限り生息環境へ

の影響を回避または低減することを義務づけている。

これにより、従来の「目標クリア型アセスメント」

ではなく、「ベスト追求型アセスメント」が実施され

るようになった。開発事業に対する動植物への影響

評価及び保全対策に「ベスト追求型」で取り組んで

いくためには、現地調査時における環境への負荷を

最小限にし、精度の高い生物調査を実施する必要が

ある。 

一方で、精度の高い生物調査を行うためには、多

大な労力が必要である。また、希少種などのモニタ

リングに関してはできる限り影響を与えない手法が

求められる。そこで、近年、淡水域において環境中

に存在しているDNAを用いた魚類や両生類などの生

息場所調査手法の開発が進められている1)2)3)。水中

にはさまざまな生物に由来するDNAが存在しており、

これまではこのような環境DNAは一般に微生物の検

出に用いられてきた。環境DNAは、動植物に共通する

プライマーを作りDNAを解読ことで生息する種類を

網羅的に調べる技術や、特定の種の環境DNA量からそ

の種の生物量を推定する技術である。本稿では、環

境DNAを用いて、絶滅危惧種等に指定されているヒメ

タイコウチの分布の検出を試行し、環境影響評価に

おける生物調査への適用について考察を行う。 

ヒメタイコウチ(Nepa hoffmanni )は、カメムシ目

夕イコウチ科に属する体長23mmほどの昆虫で、湿地

や細流に生息する4)。中国、ロシアウスリー地方、朝

鮮半島および日本に分布するが、日本国内での分布 

はきわめて局地的で、東海地方、近畿地方ならびに 

 

四国の一部に分布するに過ぎない。ヒメタイコウチ

の生息地である湿地及び細流は、宅地造成等の開発

により、急激に減少や劣化しており、兵庫県で 「絶

滅危惧種Aランク」、愛知県で「準絶滅危惧」とされ

るなど保全上注目される種となっている。本種の調

査には、多大な労力を要するとともに、捕獲を伴う

調査は、生息域に少なからず影響を与えているもの

と思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真1 ヒメタイコウチ (Nepa hoffmanni ) 

 

2. 材料及び方法 

 調査は、2014年と2016年の8月から12月に兵庫県と

愛知県の14箇所の湿地及び細流で行った。調査地の

水深は、0～10cm程度であった。はじめに各調査地か

ら１Lの水を採水した。その後、一人で20分間の捕獲

調査を実施した。試料水は1 Lのポリプロピレンボト

ル（ナルゲン社）に採取し、運搬中は冷却ボックス

内にて保存した。その後、試料水をガラスフィルタ

ー（GF/F、直径47mm、0.7μm、GE Healthcare）を通

して濾過した。フィルター上の試料からDNeasy Blood 

and Tissue kit (キアゲン)を用いてDNAを抽出し、

ヒメタイコウチに特異的なプライマー・プローブセ
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ット（土居ら未発表データ）を用いてPikoRealリア

ルタイムPCRシステム（Thermo Fisher社）によりDNA

を増幅・定量し、ヒメタイコウチの在不在の判定を

行った5)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真2 調査地の状況 

3. 調査結果 

 調査により、14地点中6地点において、ヒメタイコ

ウチが捕獲され、5地点の試料水からヒメタイコウチ

のDNAが抽出された。また、捕獲されなかった8地点

のうち、5地点の試料水では、ヒメタイコウチのDNA

が検出された(表1)。 

表1 環境DNAの検出、非検出の状況（n=14） 

 

 

 

 

 

 

4. 考察 

湿地及び細流の環境DNAの検出について試行し、ヒ

メタイコウチが捕獲された5地点において、ヒメタイ

コウチ由来の環境DNAを検出することができた。また、

ヒメタイコウチが捕獲されなかった5地点において

も、環境DNAが検出された。しかし、捕獲確認された

１箇所において、ヒメタイコウチの環境DNAが検出さ

れなかった。この地点は、水深がほとんど0cmに近く、

採水できた水がヒメタイコウチ生息地と分断されて

いる可能性が高かった。したがって、環境DNAを用い

た調査手法は、ヒメタイコウチの生息をほぼ正確に

検出することができるものと判断される。 

環境DNAが検出された地点のヒメタイコウチの捕

獲個体数は、0～8個体/人・20分であり、生息密度の

低い地点においても環境DNAの検出を行うことがで

きた。このため、環境DNAを用いた調査では、個体サ

イズが小さい場合や生息密度の低い場合においても、

高精度で水生昆虫の存在を検出できることが期待さ

れる。また、捕獲調査では、湿地及び細流内を歩行

し、水底の落ち葉をめくりながら調査するため、少

なからずヒメタイコウチの生息域を撹乱する。しか

し、本調査で行った環境DNAを用いた調査手法は、生

息地での採水のみですむため生息環境の撹乱はほと

んどない。このため、生息地を保全しながら、精度

の高い成果が必要とされる希少種の調査において、

本調査手法は有効であると思われる。さらに、ヒメ

タイコウチ以外の水生昆虫についても、種特異的な

プライマーを開発することにより、本研究と同様の

手法で希少種、外来種などの分布の有無を検出する

ことが可能であると考えられる。 

今回、環境DNAを用いた観測技術により、水域にお

ける生物モニタリングが簡略化できることが明らか

になった。さらに、本研究結果は、環境DNAを用いた

調査を行うことで、従来の調査手法より簡易にかつ

より確実に生息域の可能性を明らかにできることを

示している。本研究の手法を用いることで、環境影

響評価における生物調査の技術精度は、格段に進歩

するものと思われる。 
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